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要     旨 

ア．緒言（目的） 

早期再分極症候群（early repolarization syndrome : ERS）の診断スコアリングシステムとして、上海

スコアシステムが提唱されている。上海スコアシステムは、病歴、12 誘導心電図、外来心電図モニタリ

ング、家族歴、遺伝子検査結果で構成されており、再分極異常を反映する心電図所見に重きが置かれて

いる。しかし、近年の研究では一部の ERS 患者に脱分極異常が関与していることが提案されている。

本研究の目的は、ERS 患者の心室細動（ventricular fibrillation : VF）再発予測における上海スコアシ

ステムの妥当性を検証することである。また、脱分極異常の心電図所見である QRS 棘波（fragmented 

QRS : fQRS）が VF 再発と関係しているかに関しても検討した。                                             

イ．研究対象及び方法 

VF の既往のある ERS 患者 15 名（男性 14 名、年齢中央値 47 歳）を後方視的に検討した。上海スコア

システムの点数と fQRS の有無を VF 再発群と非再発群で比較検討した。                                             
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ウ．結果 

79.2 ヶ月のフォローアップ期間中に 5 名の患者が VF の再発を来した。VF 再発群では、2 名が J 波振

幅の増大を示し、他の 3 名は J 波振幅の動的変化を示した。VF 再発群の上海スコアシステムの点数は、

VF 非再発群より高値であった（6.5 点［範囲：5.8〜6.8］対 4.5 点［範囲：4.0〜4.5］、p = 0.002）。12

誘導心電図における fQRS の存在は、VF 非再発群に比べ、VF 再発群でより高頻度に観察された（100％

対 10％、p＝0.002）。                                             

エ．考察 

ブルガダ症候群 や ERS の発症機序として、再分極仮説と脱分極仮説が広く議論されてきた。本研究

で両群間の上海スコアに差がついたのは、主に再分極異常を反映すると考えられるJ波所見のスコアと、

連結期の短い心室期外収縮の有無によるものであった。脱分極異常を示す fQRS は心室筋の伝導遅延を

反映するとされている。ブルガダ症候群では、fQRS の存在が VF イベントと関係することが知られて

いる。最近、ERS 患者の一部で心外膜の脱分極異常が存在することが Nademanee らによって報告され、

ERS 患者においても脱分極異常が関与していることが再度注目されている（Nademanee K, et al. 

Circulation. 2019;140:1477-1490.）。時岡らは、下側壁誘導の早期再分極パターンと fQRS の組み合わ

せがブルガダ症候群患者の VF 発生予測に有用であることを示している（Tokioka K, et al. J Am Coll 

Cardiol. 2014;63:2131-2138.）。本研究では、VF 再発例 5 例全てに前胸部誘導（V1, V2）及び右側胸部

誘導（V3R）に早期再分極パターンと fQRS を認め、ブルガダ症候群と同様の右室流出路の脱分極異常

の存在が示唆された。電気生理学的検査は全例に実施できていないが、fQRS の存在に反映される脱分

極異常の所見は、少なくともVFの既往を持つERS患者のVF再発予測に有用であることが示唆された。                     

オ．結語 

本研究により、上海スコアシステムが、VF 再発リスクの高い ERS 患者を効果的に同定できることが示

された。また、脱分極異常のマーカーである fQRS の存在が ERS 患者の VF 再発の予測に有用である

ことも示唆された。                                             

                                              

                                              


